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２
０
０
７
年
度 

第
３
回 

高
２
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
記
述
模
試 

国
語 
採
点
基
準 

東
進
コ
ン
テ
ン
ツ
本
部 

教
務
部 

国
語
科 

《
全
問
題
共
通
の
ル
ー
ル
》 

表
記
に
関
し
て 

 

① 

解
答
欄
か
ら
は
み
出
た
答
案 

↓ 
０
点 

 

② 

文
章
が
途
中
で
終
わ
り
、
最
後
ま
で
書
か
れ
て
い
な
い
も
の 

↓ 

０
点 

 

③ 

誤
字 

↓ 

１
箇
所
に
つ
き
１
点
減
点
。 

 

た
だ
し
、
同
じ
漢
字
は
、
同
じ
大
問
で
１
度
の
み
の
減
点
と
す
る
。 

 

④ 

脱
字 

↓ 

１
箇
所
に
つ
き
１
点
減
点
。 

 
 
 

（「
行
う
」
「
行
な
う
」
な
ど
二
通
り
の
送
り
仮
名
は
認
め
る 

↓ 
減
点
な
し
） 

 
 
 

（
「
見
れ
る
」
な
ど
「
ら
ぬ
き
言
葉
」
と
「
笑
っ
て
る
」
な
ど
「
い
ぬ
き
言
葉
」
は
脱
字
扱
い
） 

※ 

③
④
は
誤
り
の
箇
所
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
こ
と
。 

 

⑤ 

記
述
問
題
に
お
け
る
文
末
の
「
。
」 

 
 

字
数
制
限
が
な
い
場
合 

↓ 

減
点
な
し 

 
 

字
数
制
限
が
あ
る
場
合 

 
 
 

（
１
） 

「
。
」
が
文
末
に
な
い
時 

↓ 

１
点
減
点 

（「
句
点
な
し
」
と
明
記
） 

 
 

（
２
） 

最
後
の
マ
ス
に
「
。
」
と
文
字
が
同
居
し
て
い
る
時 

↓ 

０
点 

（「
字
数
超
過
」
と
明
記
） 

 

⑥ 

字
数
制
限
の
あ
る
問
題
で
の
字
数
超
過 

↓ 

０
点 

（「
字
数
超
過
」
と
明
記
） 

 

⑦ 

四
十
一
字
以
上
の
字
数
制
限
問
題
に
お
け
る
字
数
不
足
。 

 
 

５
０
％
未
満
の
解
答 

↓ 

０
点 

（
５
０
％
以
上
の
解
答
が
採
点
対
象
） 

 

⑧ 

四
十
字
以
下
の
字
数
制
限
問
題
に
お
け
る
字
数
不
足 

↓ 

減
点
せ
ず
。 

 

⑨ 

主
語
・
述
語
の
不
備
。
文
末
不
備
な
ど
表
現
未
熟 

↓ 

１
点
減
点 

（「
表
現
未
熟
」「
文
末
不
適
」
と
明
記
）。 

《
得
点
記
入
》 

① 

そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
を
記
入
。 

② 

減
点
が
あ
る
場
合
は
、
得
点
欄
の
上
に
そ
の
旨
を
記
入
。 
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《
記
述
答
案
の
採
点
法
》 

こ
こ
が
不
十
分
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
① 
得
点
の
対
象
と
な
る
部
分
に
傍
線
を
引
く
。 

② 

配
点
要
素
を
満
た
し
て
い
る
場
合 

↓ 

○
を
つ
け
得
点
を
記
入
。 

③ 

配
点
は
あ
る
が
、
不
完
全
な
場
合 

↓ 

△
を
つ
け
得
点
を
記
入
。 

④ 

減
点
は
欄
外
に
記
入
。 

⑤ 

間
違
い
で
０
点
の
部
分
に
は
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
必
ず
何
ら
か
の
採
点
し
た
印
を
付
す
。 

 

（
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
点
） 

（
正
解
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
不
憫
に
感
じ
た
。 

 
 

（
４
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
例
１
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
気
に
か
け
た
。 

 

（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 

[

表
現
未
熟]-1

 

（
主
語
が
抜
け
て
い
る
） 

 
 

（
例
２
） 

か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を 

不
憫
に
感
じ
た
。 

 
 
 

（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△
１ 

 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 

（
例
３
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
、
不
憫
に
思
っ
た
。 

 
 
 
 

（
３
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２
×
（
誤
字-1

） 
 
 

（
例
４
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
不
瓶
に
感
じ
た
。  

（
３
点
） 

  
 

（
例
５
） 

女
は
不
愉
快
に
感
じ
、
男
を
意
図
的
に
無
視
し
た
。
×
ま
た
は
斜
線
を
付
す
。 
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一
（
現
代
文
） 

採
点
基
準
（
合
計
＝
３
０
点
） 

 

問
一 

各
１
点 

 

（
解
答
通
り
） 

 

（
１
）
ろ
て
い 

 

（
２
）
溶
解 

（
３
）
繁
茂 

 

（
４
）
は
た
ん 

 

（
５
）
妨
（
げ
る
） 

 
↓ 

送
り
仮
名
が
つ
い
て
い
て
も
可 

  

問
二 

４
点 

（
解
答
通
り
） 

 

激
し
く
動
揺
す
る 

 
 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

１
点 

 
 

Ｂ 

１
点 

 

戦
争
を
「
論
じ
る
こ
と
」
は 

戦
争
と
対
極
の 

平
和
の
状
況
の
中
で
の
思
考
な
の
に
、 

 

Ｃ 

２
点 

 

戦
争
に
触
れ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
お
ち
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

※ 

３
０
字
以
下
は
０
点
。 

※ 

「
平
和
」
は
設
問
条
件
で
あ
る
の
で
、
な
い
場
合
は
×
。
つ
ま
り
最
初
に
「
平
和
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
採
点
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
。 

※ 

文
末
表
現
不
問
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
戦
争
と
対
極
」
と
い
う
要
素
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。 

「
戦
争
と
（
正
）
反
対
」
「
戦
争
と
逆
の
状
況
」
な
ど
可
。
「
戦
争
（
の
現
実
）
と
最
も
遠
い
「
戦
争

（
の
現
実
と
）
も
っ
と
も
遠
ざ
か
っ
て
い
る
」
も
○
。 

ま
た
解
答
の
ど
こ
か
に
「
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
あ
れ
ば
、
た
ん
に
「
対
極
」「
反
対
」
な
ど
も
許
容
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
平
和･

･･

思
考
（
見
方
）」
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。 

「
平
和
時
の
考
え
」
○
、
「
平
和
な
立
場
か
ら
見
て
い
る
」
○
、
「
平
和
を
基
盤
に
し
て
い
る
」
○ 

「
平
和
な
の
に
」･
･･

「
思
考
（
見
方
）
」
の
欠
落
で
×
。 

・
Ｃ
の
要
素 

本
文
に
「
そ
れ
（
＝
戦
争
）
に
触
れ
て
い
る
と
い
う
錯
覚
に
お
い
ち
る
」
と
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
別

の
解
答
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
同
趣
旨
で
あ
れ
ば
可
。 

 
 
 
 
 
 

「
戦
争
を
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
」
は
「
論
ず
る
」
こ
と
で
は
な
い
の
で
×
。 

 
 
 
 
 
 

「
戦
争
に
か
か
わ
っ
て
い
る
錯
覚
」
も
「
論
ず
る
」
こ
と
と
は
限
ら
な
い
が
、
△
（
１
点
）
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
「
論
ず
る
こ
と
」
に
限
定
で
き
な
い
表
現
は
△
（
１
点
）
と
す
る
。 
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問
三 
４
点 

 
 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 

１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

２
点 

戦
争
の
中
に
呑
み
込
ま
れ
た
者
（
ひ
と
）
は 

 

自
分
の
意
思
が
働
か
な
い
状
況
に
お
ち
い
っ
て
お
り
、 

 
 
 
 
 
 

Ｃ 

１
点 

そ
の
状
況
が 

「
恍
惚
」
の
心
を
奪
わ
れ
た
状
況 

と
似
て
い
る
。 

 

※ 

３
０
字
以
下
は
０
点
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
戦
争
に･･

･

呑
み
込
ま
れ
た
者
（
ひ
と
）
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
。 

 
 
 
 
 
 

「
戦
争
」
が
な
く
「
全
体
に
」
と
し
た
場
合
は
×
。 

・
Ｂ
の
要
素 

幅
広
く
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
何
も
考
え
ら
れ
な
い
」
○
、
「
実
態
が
わ
か
ら
な
く
な
る
」
○･

･･

思
考
で
き
な
い
状
況
は
○ 

「
茫
然
と
口
を
あ
け
て
い
る
」
△
（
１
点
） 

「
錯
覚
に
お
ち
い
っ
て
い
る
」
× 

･
･･

別
の
思
考
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
×
。 

・
Ｃ
の
要
素 

設
問
文
の
①
の
「
心
を
奪
わ
れ
る
」
を
意
味
し
て
い
れ
ば
可
。 

 

問
四 

３
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 

戦
争
を
容
易
に
引
き
起
こ
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
。 

（
別
解
） 

戦
争
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

※ 

文
末
表
現
は
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明

記
。 

 

・
「
戦
争
が
で
き
な
い
」
と
い
う
趣
旨
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。 

・
「
容
易
に
」
の
要
素
は
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。 
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問
五 
３
点 

（
加
点
法
） 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 

２
点 

 
 
 
 

Ｂ 

２
点 

 
 

◆ 
 

操
作
可
能
な
、
あ
る
い
は
排
除
可
能
な 

対
象
。 

 
 

※ 

字
数
不
問
。 

◆ 

文
末
表
現
は
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明

記
。 

★ 

Ａ
Ｂ
両
方
で
３
点
。
片
方
の
場
合
は
２
点
。 

 

・
「
扱
い
う
る
対
象
」
は
１
点
。 

  

問
六 

３
点 

 
 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 
 

戦
争
と
区
別
で
き
な
い 

状
況
。 

（
別
解
） 

戦
争
と
の
区
別
が
曖
昧
な 

状
況
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

◆ 

文
末
表
現
は
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明

記
。 

 

「
戦
争
と･

･･

区
別
不
能
」
と
い
う
趣
旨
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。 

・
「
戦
争
」
が
な
く
、
た
ん
に
「
区
別
で
き
な
い
」
と
い
う
趣
旨
の
解
答
は
１
点
と
す
る
。 

  

問
七 

 

（
ⅰ
） 

２
点 

 

正
解 

局
地
的
戦
争 

（
局
地
的
抗
争
）（
地
域
の
戦
争
） 

 
 

・ 

「
部
分
的
な
戦
い
・
争
い
」
と
い
う
趣
旨
で
五
字
で
あ
れ
ば
可
。
（
五
字
は
条
件
で
あ
る
） 

（
ⅱ
） 

２
点 

 

正
解 

世
界
戦
争 

 

・
殆
ど
他
の
答
え
は
な
い
と
思
う
が
、
四
字
は
絶
対
条
件
。
（
四
字
は
条
件
で
あ
る
） 
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問
八 
各
２
点 

 

（
解
答
通
り
） 

 

・ 

以
後
の
時
間
の
質
を
決
定
的
に
か
え
て
し
ま
う
よ
う
な
出
来
事 

 

・ 

他
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
廃
絶
し
て
し
ま
う
出
来
事 

 

※ 

抜
き
出
し
問
題
な
の
で
、
こ
れ
の
み
。 

※ 

誤
字
・
脱
字
は
１
箇
所
に
つ
き
マ
イ
ナ
ス
１
点
。（
２
字
誤
る
と
０
点
） 
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二
（
小
説
） 

２
０
点 

 

問
一 

２
点 

 

正
解 

２ 

（
解
答
通
り
） 

  

問
二 

各
２
点 

（
そ
れ
ぞ
れ
完
答
の
み
） 

 

（
正
解
） 

・ 

打
た
れ
た
の 

～ 

思
い
出
す
。 

 

・ 

父
に
対
す
る 

～ 

り
始
め
た
。 

 

と
も
に
最
後
の
「
。
」
を
抜
い
て
、
「
を
思
い
出
す
」
、
「
戻
り
始
め
た
」
は
条
件
無
視
な
の
だ
が
、
内
容
は
あ
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
△
（
１
点
）
と
し
、
「
句
読
点
は
含
む
と
あ
る
」
と
明
記
す
る
こ
と
。 

  

問
三 

４
点 

 
 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 

１
点 

 

私
が
学
校
を
さ
ぼ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
し
ま
い
、 

 

Ｂ 

１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

２
点 

 
 

◆ 
 

父
に
何
を
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う 

 

恐
怖
を
感
じ
た 

か
ら
。 

 

※ 

２
５
字
以
下
０
点
。 

※ 

◆
の
要
素
（
か
ら
・
た
め
・
の
で 

な
ど
）
が
無
い
場
合
は
マ
イ
マ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明
示
す

る
こ
と
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
学
校
を
さ
ぼ
っ
た
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
れ
ば
可
。
「
倉
庫
の
中
に
隠
れ
て
い
た
」
も
可
。 

「
私
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

・
Ｂ
の
要
素 

い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
正
体
が
わ
か
な
い
」
「
想
像
も
つ
か
な
い
」
「
常
識
を
超
越
す
る
」

と
い
う
趣
旨
で
あ
れ
ば
可
。
Ｂ
の
要
素
は
甘
め
に
採
点
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
Ｃ
の
要
素 

「
恐
怖
」
「
怖
さ
」
「
恐
ろ
し
さ
」
な
ど
「
恐
怖
」
系
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
可
。 

 
 
 
 
 
 

「
不
安
」
「
心
配
」
は
表
現
が
弱
い
の
で
△
（
１
点
）
と
す
る
。 
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問
四 

２
点 

 

完
答
の
み 

（
１
・
２
両
方
で
き
て
２
点
） 

（
解
答
通
り
） 

 

（
正
解
） 

 
 

１ 

無 
 

２ 

夢 
 

問
五 

３
点 
最
低
得
点
保
障
あ
り 

 
 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 

１
点 

Ｂ 

１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｃ 

１
点 

 

Ｄ 

１
点 

 

父
の
、 

 

普
段
感
じ
た
こ
と
の
な
い 

私
へ
の 

 
 

愛
情
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

★
「
父
の
、
私
へ
の
愛
情
」
が
骨
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
で
き
て
い
れ
ば
２
点
を
与
え
る
。
最
低
得
点
保
障
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
父
」
以
外
は
×
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
日
頃
感
じ
な
い
」
「
今
回
が
特
別
の
」
な
ど
平
常
と
異
な
る
趣
旨
で
あ
れ
ば
可
。 

・
Ｃ
の
要
素 

「
私
へ
」
「
私
に
対
す
る
」
な
ど
「
私
」
へ
の
ベ
ク
ト
ル
が
あ
れ
ば
可
。 

・
Ｄ
の
要
素 

「
温
か
さ
」
な
ど
「
熱
」
に
関
し
て
い
れ
ば
○
。 

 
 
 
 
 
 

「
思
い
」
「
想
い
」
「
心
情
」
な
ど
抽
象
的
な
も
の
は
×
。 

  

問
六 

５
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 

１
点 

 

徹
平
に
不
満
を
持
ち
家
か
ら
足
が
遠
ざ
か
っ
た
私
で
あ
っ
た
が
、 

 

Ｂ 

２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

１
点 

 
 
 
 
 

Ｄ 

１
点 

 

父
の
愛
情
を
思
い
出
す
こ
と
で
、
徹
平
の
愛
情
に
気
づ
き
、
徹
平
に
逢
い
た
い
と
思
っ
た
。 

 

※ 

３
５
字
以
下
０
点
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
徹
平
と
う
ま
く
い
か
ず
」「
徹
平
に
わ
だ
か
ま
り
が
あ
り
」
な
ど
、
徹
平
と
の
関
係
が
こ
の
と

き
は
良
好
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
れ
ば
可
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
父
の
愛
情
を
思
い
出
す
」
こ
と
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

「
父
と
の
こ
と
で
」「
父
を
通
じ
て
」
と
「
愛
情
」
に
関
す
る
要
素
の
欠
落
は
△
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

・
Ｃ
の
要
素 

「
徹
平
の
愛
情
に
き
づ
い
た
」
趣
旨
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
こ
こ
は
「
徹
平
の
本
当
の
気
持
ち

に
気
づ
き
」
な
ど
で
も
よ
い
。
ま
た
た
ん
に
「
徹
平
の
気
持
ち
が
わ
か
り
」
も
許
容
す
る
。 

・
Ｄ
の
要
素 

「
徹
平
に
逢
い
た
い
」
と
心
情
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

「
急
い
で
家
に
向
か
っ
た
」「
早
く
家
に
帰
ろ
う
と
思
っ
た
」
な
ど
心
情
が
具
体
的
に
か
か
れ
て

い
な
い
場
合
は
×
。 
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三 

古
文 

３
０
点 

 

問
一 
２
点 

 

（
正
解
） 

い
か
が
思
は
ま
し
。 

  

「
思
ふ
」
の
活
用
形
間
違
い
（
「
思
ひ
」
な
ど
）
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

「
い
か
が
」
の
欠
落
も
マ
イ
ナ
ス
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
二 

２
点 

 
 

（
正
解
） 

作
者
の
姉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

「
姉
」
は
△
（
１
点
） 

  

問
三 

各
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 

Ｂ 
 

Ｃ 

（
正
解
） 

Ａ 

返
事
を
し 

な
い 

よ
う
だ
。 

（
減
点
法
） 

 

※ 

Ａ
～
Ｃ
の
要
素
各
１
点
。
１
箇
所
間
違
い
は
１
点
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
返
事
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

・
Ｂ
の
要
素 

打
ち
消
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

・
Ｃ
の
要
素 

推
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
訳
。
「
よ
う
だ
」
「
ら
し
い
」
な
ど
可
。 

（
そ
の
他
）
「
返
事
が
聞
こ
え
な
い
よ
う
だ
」
は
、
趣
旨
は
あ
っ
て
い
る
の
で
、
１
点
を
与
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

（
正
解
） 

Ｂ 

「
ほ
ん
と
う
に
」
と
言
っ
て 

 

※ 

Ａ
Ｂ
の
要
素
各
１
点
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
ま
っ
た
く
」
「
本
当
だ
」
「
確
か
に
」
な
ど
可
。 

・
Ｂ
の
要
素 

発
言
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
。
「
思
っ
て
」
は
×
。 
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問
四 

Ⅰ 

正
解
（
ⅰ
） 

作
者 

１
点 

正
解
通
り 

  
 
 
 
 
 
 

（
ⅱ
） 

隣
家
の
女
性 

 

２
点 

 
 

・
（
ⅱ
） 

「
隣
の
家
の
人
」
な
ど
女
性
と
わ
か
ら
な
い
も
の
は
、
△
で
１
点
。 

 

Ⅱ 

正
解 

（
ⅰ
） 

作
者
の
姉 

１
点 

正
解
通
り 

 

（「
姉
」
は
×
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 

（
ⅱ
） 

 

笛
を
吹
い
て
立
ち
去
っ
た 

牛
車
の
主 

２
点 

 

※
（
ⅱ
） 

Ａ
Ｂ
の
要
素
各
１
点
。 

・
Ａ
の
要
素 

「
笛
を
吹
い
て
立
ち
去
る
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
た
ん
に
「
立
ち
去
っ
た
」
で
は
×
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
牛
車
の
男
性
」
も
可
。
た
ん
に
「
主
」
「
男
性
」
は
×
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
五 

各
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 

Ｂ 
 
 

Ｃ 

Ｃ 

（
模
範
解
答
例
） 

た
い
そ
う 

不
吉
に 

感
じ
ら
れ
る
の
で
、 

 

※
Ａ
～
Ｃ
の
要
素
各
１
点
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
と
て
も
」「
大
変
」
な
ど
可
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
不
吉
に
」「
忌
ま
わ
し
く
」
「
不
気
味
に
」
な
ど
可
。 

（
Ａ
Ｂ
の
合
体
形
） 

「
た
い
へ
ん
な
こ
と
と
」
は
Ａ
の
要
素
の
の
み
１
点
。 

・
Ｃ
の
要
素 

「
感
じ
ら
れ
る
」
と
自
発
の
意
を
添
え
て
い
る
こ
と
。「
ば
」
は
「
の
で
・
か
ら
・
た
め
」
と
訳
し
て

い
る
こ
と
。
「
感
じ
る
の
で
」
は
×
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 

Ｃ 

Ｄ 

（
模
範
解
答
例
） 

そ
の
と
き
は 

見
つ
か
ら
ず 

じ
ま
い
だ
っ
た 

の
に
、 

 
 

※
Ａ
～
Ｃ
の
要
素
各
１
点
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
見
つ
け
ら
れ
ず
」
は
意
味
と
し
て
○
と
す
る
。
そ
の
ま
ま
「
見
い
だ
さ
ず
」
は
×
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
可
。 

・
Ｃ
の
要
素 

逆
接
用
法
で
あ
れ
ば
可
。 
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問
六 

２
点 

（
正
解
） 

作
者
の
姉 

 
 

「
姉
」
は
△
（
１
点
）
。 

  

問
七 

４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 

（
模
範
解
答
例
） 

作
者
の
姉
が
死
ん
だ
後
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
彼
女
の
探
し
物
が
見
つ
か
っ
た 

こ
と
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

◆ 

文
末
表
現
は
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明

記
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

死
亡
後
と
い
う
趣
旨
で
○
。
た
だ
し
「
姉
」
は
△
（
１
点
） 

 

・
Ｂ
の
要
素 

「
『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』
が
見
つ
か
っ
た
」
「
物
語
が
見
つ
か
っ
た
」
は
○
。 

  

問
八 

４
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
１
点 

Ｂ 

２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 

（
模
範
解
答
例
） 

姉
が
、
自
分
が
か
ば
ね
に
な
る
と
も
知
ら
ず
に
、『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』
を
探
し
た 

こ
と
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

◆ 

文
末
表
現
は
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明

記
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

「
作
者
の
姉
」
が
望
ま
し
い
が
、
「
姉
」
で
今
回
は
可
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
自
分
が
死
ぬ
と
も
知
ら
ず
」
な
ど
「
か
ば
ね
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
な
い
「
死
」
を
意
味
す

る
も
の
は
△
（
１
点
）
。 

・
Ｃ
の
要
素 

『
か
ば
ね
た
づ
ぬ
る
宮
』
と
は
っ
き
り
作
品
名
を
書
い
て
あ
る
こ
と
。
「
物
語
」
な
ど
は
×
。 

 

（
そ
の
他
）
「『
か
ば
ね
の
宮
』
が
見
つ
か
る
よ
り
先
に
、
か
ば
ね
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
」
×
。 

       



 12 

四 

漢
文 

２
０
点 

 

問
一 
各
１
点 

正
解
（
ⅰ
） 

② 

（
正
解
通
り
） 

（
ⅱ
） 

あ
な
た 

 

（
二
人
称
で
あ
れ
ば
○
） 

  

問
二 

各
２
点 

 

（
ア
） 

（
正
解
） 

主
眼 
（
趣
旨
・
主
意
・
主
張
） 

同
趣
旨
で
あ
れ
ば
可
。 

 

（
イ
） 

（
正
解
） 

重
視 

（
尊
重
） 
同
趣
旨
で
あ
れ
ば
可
。 

  

問
三 

各
１
点 

 

正
解 

（
ⅰ
） 

の
み 

（
正
解
通
り
） 

（
ⅱ
） 

惟 
（
正
解
通
り
） 

  

問
四 

（
ⅰ
）
３
点 

最
低
得
点
保
障
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

１
点 

 

Ｂ 

１
点 

Ｃ 

１
点 

Ｄ 

１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
ⅰ
）（
模
範
解
答
例
） 

あ
な
た
は
、 

人
民
が 

 

飢
え
て 

 

今
に
も
餓
死
し
よ
う
と
し
て
い
る 

実
情
を 

 
 

Ｅ 

１
点 

 
 

Ｆ 

１
点 

 
 

君
主
に 

 
 
 

力
説
す
べ
き
で 

（
減
点
法
） 

 

※ 

Ａ
～
Ｇ
各
１
点
の
減
点
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｄ
が
で
き
て
い
れ
ば
１
点
は
必
ず
最
低
得
点
保
障
を
す
る
。 

 

・
Ａ
の
要
素 

二
人
称
で
あ
れ
ば
可
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
人
民
」
「
国
民
」
な
ど
全
体
を
表
す
も
の
は
○
。
「
農
民
」
と
し
た
も
の
は
×
。
（
「
百
姓
」
＝
「
農

民
」
の
誤
読
） 

・
Ｃ
の
要
素 

「
飢
え
る
」「
困
窮
す
る
」
な
ど
ひ
も
じ
さ
が
要
素
。「
饑
」
の
訳
で
あ
る
。 

・
Ｄ
の
要
素 

再
読
文
字
が
で
き
て
い
る
こ
と
。「
今
に
も
死
に
そ
う
だ
」
と
「
餓
死
」
と
限
定
で
き
て
い
な
く
て
も
、

Ｃ
の
要
素
が
で
き
て
い
れ
ば
許
容
す
る
。（
Ｃ
が
で
き
て
い
な
い
場
合
は
許
容
し
な
い
） 

・
Ｅ
の
要
素 

「
君
主
」
「
国
王
」
な
ど
統
治
者
を
意
味
し
て
い
れ
ば
よ
い
。 

・
Ｆ
の
要
素 

「
力
説
」
「
言
葉
を
尽
く
し
て
」
「
一
生
懸
命
伝
え
て
」
な
ど
可
。
「
力
言
」
の
訳
で
あ
る
。 

 

（
ⅱ
） 

１
点 

正
解 

将 
 

（
正
解
通
り
） 
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問
五 

５
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 

１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ 

１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

１
点 

 

現
在
の
状
況
も
ま
た
、 

人
民
へ
の
慈
愛
を
優
先
し
、 

人
民
の
苦
し
み
を
述
べ 

 
 

Ｄ 

２
点 

君
主
の
哀
れ
み
を
乞
う
べ
き 

状
況
な
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※ 

２
５
字
以
下
０
点
。 

・
Ａ
の
要
素 

「
現
状
も
同
様
」
と
わ
か
る
解
答
で
あ
れ
ば
よ
い
。 

・
Ｂ
の
要
素 

「
人
民
へ
の
愛
情
・
慈
愛
」
を
「
優
先
し
・
（
大
事
に
）
考
え
・
（
大
事
に
）
思
い
」
な
ど
可
。 

・
Ｃ
の
要
素 

「
人
民
の
苦
し
み
を
述
べ
」
の
う
ち
、「
苦
し
み
」
は
「
つ
ら
い
」
内
容
で
あ
れ
ば
可
。
ま
た
Ｂ
が
で

き
て
い
れ
ば
、「
人
民
の
」
は
な
く
て
も
許
容
。
Ｃ
が
で
き
て
い
な
い
場
合
は
許
容
し
な
い
。 

・
Ｄ
の
要
素 

「
哀
れ
み
を
乞
う
」
が
必
要
。
た
ん
に
「
君
主
に
理
解
を
求
め
る
」
な
ど
は
△
（
１
点
）
。
「
君
主
」

が
な
い
場
合
も
△
（
１
点
）
。
し
た
が
っ
て
、
た
ん
に
「
理
解
を
え
る
べ
き
」
で
は
こ
の
要
素
は
×
。 

  

問
六 

３
点 

正
解 

仁
愛 

（
正
解
通
り
） 

              


